
派遣報告書 

2023.4.23 

報告者：坂之上 拓也 

 

〔1〕大会名 第 77回南九州四県対抗バスケットボール選手権大会 

 

〔2〕期 日 令和 5年 4月 22日・23日 

 

〔3〕会 場 男子：山鹿市カルチャースポーツセンター体育館（熊本県山鹿市熊入町 416） 

       女子：鹿本体育館（熊本県山鹿市鹿本町来民 722） 

 

〔4〕派遣者 上山 正智，山中 萌衣，谷山 広樹，石谷 裕貴，大村谷 菜々，日髙 煌我，坂之上 拓也 

（以上 7名） 

 

〔5〕担当ゲーム 

4月 22日(土) 

＜担当試合１＞ 

【女子 1位パート】慶誠（熊本１位）－ 延岡学園（宮崎１位） 

CC：中屋敷 大（大分） U1：山中 萌衣（鹿児島） U2：坂之上（鹿児島） 

 

 PGCでは、大会の第 1試合目ということもあり、選手はじめ TO役員の生徒も緊張していることを予想

し、そういった部分の管理も徹底するよう確認した。また慶誠高校には留学生選手がいるということ

で、そこの守り方の部分の確認も行った。メカに関してはプライマリでなくてもアングルを持っている

レフェリーがコールをし、必要なものを取りこぼさないことを徹底するようにした。 

 ゲーム開始前に TO役員の生徒と入念にコミュニケーションをとり、ゲーム中にもタイマー・ショッ

トクロック等に気を配ることで、ミスに対しては訂正を行うことができた。 

留学生に対する守り方に関してはオフボールに関してもイリーガルなものはしっかりと判定できてい

た。しかし、第 3クォーター中盤に留学生のテクニカルファウルの対象になる行為（ボールを強く地面

に叩きつける）があった。結果としてワーニングで処置したが、映像で確認したところダイレクト TF

でよかったとクルー間における反省点として挙がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 メカに関しては第 3クォーター終盤にミドルレーンからのドライブに対し、クロスステップを踏むこ

とでポジションアジャストを行い、シュート時の接触に対して取りこぼすことなくコールできた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜担当試合２＞ 

【女子 1位パート】延岡学園（宮崎１位）－ 大分（大分１位） 

CC：山中 萌衣（鹿児島） U1：徳丸 昂（熊本） U2：坂之上（鹿児島） 

 

ゲームを通して何か大きなことが起きるといったことはなかったが、ゲーム終盤にアンスポーツマン

ライクファウルになりうる現象が起きた。C坂之上の目の前でトランジションが起こった後ロングパス

が通り、そこで後ろからの接触があった。C坂之上が NCに入るのが遅れたため、その現象を NL徳丸 



1人に任せてしまう形となった。協議を行ったが自分が不明確な情報を伝えてしまい、結果 PFとなっ

た。映像により検証したところ C4のクリアパス・シチュエーションの適用により UFにすべきであっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 23日(日) 

＜担当試合３＞ 

【男子 2位パート】東海大星翔（熊本２位）－ 柳ヶ浦（大分２位） 

CC：上山 正智（鹿児島） U1：日野 祐介（大分） U2：坂之上（鹿児島） 

 

 PGCにおいては新ルールの確認、そしてコールザオビアスを徹底し、明らかに確認できたものだけを鳴

らすことを重点的に確認しました。 

 ゲームにおいては留学生がキーマンになると予想されたが、後半ごろからインテンシティが急に上が

る展開となってしまった。映像で確認した結果、ポジション取りやシュート時のコンタクトの積み重ね

によるものであった。そこに関して笛を入れていいものもあり、もっとゲームをコントロールできてい

たと反省が上がった。 

 また、ゲーム終盤のプレイはとても危険なものがあり、それをクルーとして逃してしまった。Lである

自分がボールのみを見てしまい、ボディに対して目線を当てることができていなかった。映像検証の結

果 C2における UFをコールすべきであった。1つのみではなく全体を見るようにしてこのような危険なプ

レイを見逃すことがないようにしたい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔6〕所 感 

 今回、審判において初めての県外派遣（上位大会）に参加させていただきました。県内ではなかなか経

験することのできない留学生選手のいるチームを 2 試合担当させていただき、とても貴重な体験となり

ました。2日間通して EOQ,EOGに課題が残るゲームが多く、1試合通しての集中力や、最後の最後まで油

断をせずに気を抜かないことの大切さを改めて学ばせてもらいました。また、制限する笛ばかりでなく

最後までプレイをさせてあげる笛も必要であることも学びました。 

 今回の派遣で学んだことを県内に還元するとともに、これからの自分の審判活動、そしてかごしま国

体成功に向けて活かしていき、精一杯努めてまいりたいと思います。 

 派遣いただきました鹿児島県バスケットボール協会をはじめ、原田審判委員長ならびに大会関係者各

位に深く御礼申し上げます。ありがとうございました。 

 

以上、ご報告とさせていただきます。 


